
医療をつなげる・看護をつなぐ

　2000年の介護保険法施行以降、訪問看護ステーションの利用者
数は右肩上がりに増加し、110万人を超えています。その背景には、
医療技術が進歩し、複雑な治療やケアが可能になった一方でそれら
を自宅で受ける在宅ケアニーズや、人生の最期を自宅で迎える在宅
見取りのニーズの高まりがあります。また滋賀県においては、病院や
一般診療所の病床数が、大津や湖南医療圏に集中していることから、
病院や医療機関にアクセスしにくい地域への医療資源の分散化の手
段にもなっています。そのため、訪問看護師が対応する現場は多岐に
わたり、高度な看護実践力を持つ看護師の需要が高まっています。
　このような状況下で、滋賀医科大学は地域医療の中核として重要
な役割を果たしています。ここでは本学附属病院の看護をつなぐ取
組みと、特定行為研修を修了し訪問看護ステーションで活躍する看
護師2名を紹介します。

滋賀医科大学は、地域のニーズに応えながら、質の高い医療を提供し、
地域医療のさらなる発展に貢献していきます。

医師又は歯科医師の判断を待たずに、手順書によ
り、一定の診療の補助（例えば脱水時の脱水の程度
の判断と輸液による補正など）を行う看護師を養成
するものです。2014年に制度が作られ、2015年か
ら実施されています。

特定行為に係る看護師の研修制度

　本学では2016年から特定行為研修を開始しまし
た。現在は研修を受ける入口が2つあり、1つは特定行
為研修センターでの受講、もう1つは大学院医学系研
究科看護学専攻博士前期課程への入学です。働きな
がら研修をする、学位取得も目指す、など特定行為研
修を希望する看護師は自分に合う形を選ぶことがで
きます。研修が充実したものとなるよう、様々な工夫
が実施されています。
　特定行為研修の修了者は今後益々、病院に、地域
に、そして社会に必要とされる存在となり、活躍が期
待されています。

　当院の「地域に密着した大学病院を目指します」という基本方針に則り、2020年より「退院前・退院後訪問」を実施しています。
　退院される患者さん・ご家族が意向に沿った療養を継続するために、病院の看護師・理学療法士・作業療法士が自宅まで伺い、
地域支援者とともに、患者さんの暮らし・生活をサポートしています。
　他の大学病院ではあまり例がない退院前訪問ですが、当院は地域柄、地域支援者との繋がりを強みとして捉え、病院の看護師
が積極的に患者さんの暮らし・生活を支援する取組みを行っています。

退院前訪問を実施した
病院看護師の声 

退院前訪問は、私たち病院看護師が、地域で暮らす患者さん・ご家族の生活や
暮らしを知ることで、日々の看護にフィードバックすることのできる貴重な機会
になりました。また、患者さんの自宅で、患者さんを中心に地域の方々と話し合
い、よりよい地域での暮らしにつなげられることは、患者さんのみならず、支え
るみんなのやりがいに繋がっています。

患者さん・ご家族からの声
大変な入院生活を看てくれていた看護師・理学療法
士の方が、家まで来てくれたことで、とても心強く感じ
られました。家に来てもらったことで安心感が得られ、
病院・地域それぞれの支援者の皆さんから、退院後の
暮らしを後押ししてもらえたようにも思いました。

うさぎナースケア訪問看護ステーション
管理者の声

退院前・退院後訪問は、患者さんの自宅で、病院関係
者らとともに患者さん・ご家族の『これから』を一緒に
話せる大変貴重な機会です。患者さん・ご家族も、病院
と地域の繋がりを実感し、大きな安心感を与えられる
場になっていると思います。

大学院医学系研究科
看護学専攻博士前期課程 特定行為研修センター

高まる訪問看護へのニーズ

地域医療をつなげる社会人の学び直し

　琵琶湖大橋病院で勤める中、慢性期病床は急性期病
床に比べ医師の配置数が少なく質の高い看護を提供す
るためには看護師の専門性・実践能力を高める必要性が
あると感じ、滋賀医科大学大学院（高度実践コース）に進
学しました。特定行為研修では、臨床推論など医学的知
識を学び、特定行為の実践に限らず日々のアセスメント
に活かされています。そして、大学院での研究は、論理的
思考を養い、物事を捉える視野が広がる貴重な経験とな
りました。
　修士課程修了後、現在は訪問看護ステーションに勤務
しています。在宅で医療依存度の高い療養者を支える訪
問看護師が幅広い知識・スキルを身につければ療養者・
家族は安心して療養生活を送ることができます。これか
ら特定看護師の力を発揮する環境を整え、在宅療養者・
家族に少しでも安心を届けられればと考えています。
＊修了時の名称

看護学専攻修士課程＊
高度実践コース 特定行為領域 修了生

医療法人弘英会 琵琶湖大橋病院
訪問看護ステーション　所長
滋賀医科大学 客員助教

片山　裕貴

　受講のきっかけは、「受診の負担を1回でも減らせない
か？」と思ったことです。訪問看護では、利用者様のケア
を行うだけでなく、ご家族の苦労も身近で感じることが
でき、重度の障害を持った子供さんの通院に不安を抱え
ておられる方のお話はよく聞きます。道中の状態悪化に
より命を失わせていまうんじゃないかと恐怖を感じたと
いうお話もありました。
　研修修了後、気管カニューレや胃瘻交換を訪問看護時
の日常ケアとして行っています。カニューレ交換では、ご
家族と一緒に定期交換を行う事で、事故抜去時に落ち着
いて対応できるようサポートできればと考えています。
在宅では相談も受診も容易でなく、いつでも病院に助け
てもらえる！とはいえない環境です。自助の力を強めるこ
とで緊急時の対応力も変わり、不安も小さくなると思い
ます。そのためにも、研修で得た知識と技術を事業所の
強みとして活かしたいです。

特定行為研修センター 修了生

社会福祉法人　道
訪問看護ステーションふれんず
管理者

吉田　幸恵

出典：令和6年度　訪問看護ステーション数　調査結果（一般社団法人全国訪問看護事業協会）
介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省）

上記をもとにIR室でグラフを作成しています。
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になりました。また、患者さんの自宅で、患者さんを中心に地域の方々と話し合
い、よりよい地域での暮らしにつなげられることは、患者さんのみならず、支え
るみんなのやりがいに繋がっています。

患者さん・ご家族からの声
大変な入院生活を看てくれていた看護師・理学療法
士の方が、家まで来てくれたことで、とても心強く感じ
られました。家に来てもらったことで安心感が得られ、
病院・地域それぞれの支援者の皆さんから、退院後の
暮らしを後押ししてもらえたようにも思いました。

うさぎナースケア訪問看護ステーション
管理者の声

退院前・退院後訪問は、患者さんの自宅で、病院関係
者らとともに患者さん・ご家族の『これから』を一緒に
話せる大変貴重な機会です。患者さん・ご家族も、病院
と地域の繋がりを実感し、大きな安心感を与えられる
場になっていると思います。

大学院医学系研究科
看護学専攻博士前期課程 特定行為研修センター

高まる訪問看護へのニーズ

地域医療をつなげる社会人の学び直し

　琵琶湖大橋病院で勤める中、慢性期病床は急性期病
床に比べ医師の配置数が少なく質の高い看護を提供す
るためには看護師の専門性・実践能力を高める必要性が
あると感じ、滋賀医科大学大学院（高度実践コース）に進
学しました。特定行為研修では、臨床推論など医学的知
識を学び、特定行為の実践に限らず日々のアセスメント
に活かされています。そして、大学院での研究は、論理的
思考を養い、物事を捉える視野が広がる貴重な経験とな
りました。
　修士課程修了後、現在は訪問看護ステーションに勤務
しています。在宅で医療依存度の高い療養者を支える訪
問看護師が幅広い知識・スキルを身につければ療養者・
家族は安心して療養生活を送ることができます。これか
ら特定看護師の力を発揮する環境を整え、在宅療養者・
家族に少しでも安心を届けられればと考えています。
＊修了時の名称

看護学専攻修士課程＊
高度実践コース 特定行為領域 修了生

医療法人弘英会 琵琶湖大橋病院
訪問看護ステーション　所長
滋賀医科大学 客員助教

片山　裕貴

　受講のきっかけは、「受診の負担を1回でも減らせない
か？」と思ったことです。訪問看護では、利用者様のケア
を行うだけでなく、ご家族の苦労も身近で感じることが
でき、重度の障害を持った子供さんの通院に不安を抱え
ておられる方のお話はよく聞きます。道中の状態悪化に
より命を失わせていまうんじゃないかと恐怖を感じたと
いうお話もありました。
　研修修了後、気管カニューレや胃瘻交換を訪問看護時
の日常ケアとして行っています。カニューレ交換では、ご
家族と一緒に定期交換を行う事で、事故抜去時に落ち着
いて対応できるようサポートできればと考えています。
在宅では相談も受診も容易でなく、いつでも病院に助け
てもらえる！とはいえない環境です。自助の力を強めるこ
とで緊急時の対応力も変わり、不安も小さくなると思い
ます。そのためにも、研修で得た知識と技術を事業所の
強みとして活かしたいです。

特定行為研修センター 修了生

社会福祉法人　道
訪問看護ステーションふれんず
管理者

吉田　幸恵

出典：令和6年度　訪問看護ステーション数　調査結果（一般社団法人全国訪問看護事業協会）
介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省）

上記をもとにIR室でグラフを作成しています。
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医療をつなげる・看護をつなぐ

　2000年の介護保険法施行以降、訪問看護ステーションの利用者
数は右肩上がりに増加し、110万人を超えています。その背景には、
医療技術が進歩し、複雑な治療やケアが可能になった一方でそれら
を自宅で受ける在宅ケアニーズや、人生の最期を自宅で迎える在宅
見取りのニーズの高まりがあります。また滋賀県においては、病院や
一般診療所の病床数が、大津や湖南医療圏に集中していることから、
病院や医療機関にアクセスしにくい地域への医療資源の分散化の手
段にもなっています。そのため、訪問看護師が対応する現場は多岐に
わたり、高度な看護実践力を持つ看護師の需要が高まっています。
　このような状況下で、滋賀医科大学は地域医療の中核として重要
な役割を果たしています。ここでは本学附属病院の看護をつなぐ取
組みと、特定行為研修を修了し訪問看護ステーションで活躍する看
護師2名を紹介します。

滋賀医科大学は、地域のニーズに応えながら、質の高い医療を提供し、
地域医療のさらなる発展に貢献していきます。

医師又は歯科医師の判断を待たずに、手順書によ
り、一定の診療の補助（例えば脱水時の脱水の程度
の判断と輸液による補正など）を行う看護師を養成
するものです。2014年に制度が作られ、2015年か
ら実施されています。

特定行為に係る看護師の研修制度

　本学では2016年から特定行為研修を開始しまし
た。現在は研修を受ける入口が2つあり、1つは特定行
為研修センターでの受講、もう1つは大学院医学系研
究科看護学専攻博士前期課程への入学です。働きな
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修を希望する看護師は自分に合う形を選ぶことがで
きます。研修が充実したものとなるよう、様々な工夫
が実施されています。
　特定行為研修の修了者は今後益々、病院に、地域
に、そして社会に必要とされる存在となり、活躍が期
待されています。

　当院の「地域に密着した大学病院を目指します」という基本方針に則り、2020年より「退院前・退院後訪問」を実施しています。
　退院される患者さん・ご家族が意向に沿った療養を継続するために、病院の看護師・理学療法士・作業療法士が自宅まで伺い、
地域支援者とともに、患者さんの暮らし・生活をサポートしています。
　他の大学病院ではあまり例がない退院前訪問ですが、当院は地域柄、地域支援者との繋がりを強みとして捉え、病院の看護師
が積極的に患者さんの暮らし・生活を支援する取組みを行っています。
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退院前・退院後訪問は、患者さんの自宅で、病院関係
者らとともに患者さん・ご家族の『これから』を一緒に
話せる大変貴重な機会です。患者さん・ご家族も、病院
と地域の繋がりを実感し、大きな安心感を与えられる
場になっていると思います。
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高まる訪問看護へのニーズ

地域医療をつなげる社会人の学び直し

　琵琶湖大橋病院で勤める中、慢性期病床は急性期病
床に比べ医師の配置数が少なく質の高い看護を提供す
るためには看護師の専門性・実践能力を高める必要性が
あると感じ、滋賀医科大学大学院（高度実践コース）に進
学しました。特定行為研修では、臨床推論など医学的知
識を学び、特定行為の実践に限らず日々のアセスメント
に活かされています。そして、大学院での研究は、論理的
思考を養い、物事を捉える視野が広がる貴重な経験とな
りました。
　修士課程修了後、現在は訪問看護ステーションに勤務
しています。在宅で医療依存度の高い療養者を支える訪
問看護師が幅広い知識・スキルを身につければ療養者・
家族は安心して療養生活を送ることができます。これか
ら特定看護師の力を発揮する環境を整え、在宅療養者・
家族に少しでも安心を届けられればと考えています。
＊修了時の名称

看護学専攻修士課程＊
高度実践コース 特定行為領域 修了生

医療法人弘英会 琵琶湖大橋病院
訪問看護ステーション　所長
滋賀医科大学 客員助教

片山　裕貴

　受講のきっかけは、「受診の負担を1回でも減らせない
か？」と思ったことです。訪問看護では、利用者様のケア
を行うだけでなく、ご家族の苦労も身近で感じることが
でき、重度の障害を持った子供さんの通院に不安を抱え
ておられる方のお話はよく聞きます。道中の状態悪化に
より命を失わせていまうんじゃないかと恐怖を感じたと
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　研修修了後、気管カニューレや胃瘻交換を訪問看護時
の日常ケアとして行っています。カニューレ交換では、ご
家族と一緒に定期交換を行う事で、事故抜去時に落ち着
いて対応できるようサポートできればと考えています。
在宅では相談も受診も容易でなく、いつでも病院に助け
てもらえる！とはいえない環境です。自助の力を強めるこ
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ます。そのためにも、研修で得た知識と技術を事業所の
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な役割を果たしています。ここでは本学附属病院の看護をつなぐ取
組みと、特定行為研修を修了し訪問看護ステーションで活躍する看
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た。現在は研修を受ける入口が2つあり、1つは特定行
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　受講のきっかけは、「受診の負担を1回でも減らせない
か？」と思ったことです。訪問看護では、利用者様のケア
を行うだけでなく、ご家族の苦労も身近で感じることが
でき、重度の障害を持った子供さんの通院に不安を抱え
ておられる方のお話はよく聞きます。道中の状態悪化に
より命を失わせていまうんじゃないかと恐怖を感じたと
いうお話もありました。
　研修修了後、気管カニューレや胃瘻交換を訪問看護時
の日常ケアとして行っています。カニューレ交換では、ご
家族と一緒に定期交換を行う事で、事故抜去時に落ち着
いて対応できるようサポートできればと考えています。
在宅では相談も受診も容易でなく、いつでも病院に助け
てもらえる！とはいえない環境です。自助の力を強めるこ
とで緊急時の対応力も変わり、不安も小さくなると思い
ます。そのためにも、研修で得た知識と技術を事業所の
強みとして活かしたいです。

特定行為研修センター 修了生

社会福祉法人　道
訪問看護ステーションふれんず
管理者

吉田　幸恵

出典：令和6年度　訪問看護ステーション数　調査結果（一般社団法人全国訪問看護事業協会）
介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省）

上記をもとにIR室でグラフを作成しています。
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医療をつなげる・看護をつなぐ

　2000年の介護保険法施行以降、訪問看護ステーションの利用者
数は右肩上がりに増加し、110万人を超えています。その背景には、
医療技術が進歩し、複雑な治療やケアが可能になった一方でそれら
を自宅で受ける在宅ケアニーズや、人生の最期を自宅で迎える在宅
見取りのニーズの高まりがあります。また滋賀県においては、病院や
一般診療所の病床数が、大津や湖南医療圏に集中していることから、
病院や医療機関にアクセスしにくい地域への医療資源の分散化の手
段にもなっています。そのため、訪問看護師が対応する現場は多岐に
わたり、高度な看護実践力を持つ看護師の需要が高まっています。
　このような状況下で、滋賀医科大学は地域医療の中核として重要
な役割を果たしています。ここでは本学附属病院の看護をつなぐ取
組みと、特定行為研修を修了し訪問看護ステーションで活躍する看
護師2名を紹介します。

滋賀医科大学は、地域のニーズに応えながら、質の高い医療を提供し、
地域医療のさらなる発展に貢献していきます。

医師又は歯科医師の判断を待たずに、手順書によ
り、一定の診療の補助（例えば脱水時の脱水の程度
の判断と輸液による補正など）を行う看護師を養成
するものです。2014年に制度が作られ、2015年か
ら実施されています。

特定行為に係る看護師の研修制度

　本学では2016年から特定行為研修を開始しまし
た。現在は研修を受ける入口が2つあり、1つは特定行
為研修センターでの受講、もう1つは大学院医学系研
究科看護学専攻博士前期課程への入学です。働きな
がら研修をする、学位取得も目指す、など特定行為研
修を希望する看護師は自分に合う形を選ぶことがで
きます。研修が充実したものとなるよう、様々な工夫
が実施されています。
　特定行為研修の修了者は今後益々、病院に、地域
に、そして社会に必要とされる存在となり、活躍が期
待されています。

　当院の「地域に密着した大学病院を目指します」という基本方針に則り、2020年より「退院前・退院後訪問」を実施しています。
　退院される患者さん・ご家族が意向に沿った療養を継続するために、病院の看護師・理学療法士・作業療法士が自宅まで伺い、
地域支援者とともに、患者さんの暮らし・生活をサポートしています。
　他の大学病院ではあまり例がない退院前訪問ですが、当院は地域柄、地域支援者との繋がりを強みとして捉え、病院の看護師
が積極的に患者さんの暮らし・生活を支援する取組みを行っています。

退院前訪問を実施した
病院看護師の声 

退院前訪問は、私たち病院看護師が、地域で暮らす患者さん・ご家族の生活や
暮らしを知ることで、日々の看護にフィードバックすることのできる貴重な機会
になりました。また、患者さんの自宅で、患者さんを中心に地域の方々と話し合
い、よりよい地域での暮らしにつなげられることは、患者さんのみならず、支え
るみんなのやりがいに繋がっています。

患者さん・ご家族からの声
大変な入院生活を看てくれていた看護師・理学療法
士の方が、家まで来てくれたことで、とても心強く感じ
られました。家に来てもらったことで安心感が得られ、
病院・地域それぞれの支援者の皆さんから、退院後の
暮らしを後押ししてもらえたようにも思いました。

うさぎナースケア訪問看護ステーション
管理者の声

退院前・退院後訪問は、患者さんの自宅で、病院関係
者らとともに患者さん・ご家族の『これから』を一緒に
話せる大変貴重な機会です。患者さん・ご家族も、病院
と地域の繋がりを実感し、大きな安心感を与えられる
場になっていると思います。

大学院医学系研究科
看護学専攻博士前期課程 特定行為研修センター

高まる訪問看護へのニーズ

地域医療をつなげる社会人の学び直し

　琵琶湖大橋病院で勤める中、慢性期病床は急性期病
床に比べ医師の配置数が少なく質の高い看護を提供す
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あると感じ、滋賀医科大学大学院（高度実践コース）に進
学しました。特定行為研修では、臨床推論など医学的知
識を学び、特定行為の実践に限らず日々のアセスメント
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りました。
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家族に少しでも安心を届けられればと考えています。
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の日常ケアとして行っています。カニューレ交換では、ご
家族と一緒に定期交換を行う事で、事故抜去時に落ち着
いて対応できるようサポートできればと考えています。
在宅では相談も受診も容易でなく、いつでも病院に助け
てもらえる！とはいえない環境です。自助の力を強めるこ
とで緊急時の対応力も変わり、不安も小さくなると思い
ます。そのためにも、研修で得た知識と技術を事業所の
強みとして活かしたいです。
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